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表紙について
環境・社会理工学院 土木・環境工学系
　　　　　　　 准教授　真田 純子

　農村風景を社会的な現象ととら
え，持続可能な風景をつくりだす農
業のかたち，それを支える制度や価
値観について研究しています。
　写真は，島根県の柿木村（現・吉賀
町）にある大井谷の棚田です。棚田は
地域の石を利用した石積みで構成さ
れ，水は棚田の上に湧く湧水を利用
しています。また除草剤を一度使う
以外は有機肥料を使用した環境の力
を利用した栽培方法をとっています。
この棚田に限らず柿木村では，昭和
50年代から農業者らのグループが
有機農業研究会を発足し，平成３年に
は有機農業が村の総合計画に組み
込まれるなど村を挙げて環境と農業
の両立を目指してきた地域です。 
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　本書作成にあたり監査協力いただきました方々に
　　　　　　　　　　　　　　厚く御礼申し上げます。

　　　外部監査

　　　　国立大学法人 千葉大学総合安全衛生管理機構　環境安全部長
　 町田 　基 教授

　　　内部監査

　　　　大岡山地区安全衛生委員会委員長 中井 検裕 教授
　　　　すずかけ台地区安全衛生委員会委員長 久堀 　徹 教授 
　　　　田町地区安全衛生委員会委員長 佐伯 元司 教授

「東京工業大学 環境報告書2018」発刊によせて

総合安全管理部門長

　本学は「世界トップ10に入るリサーチユニバーシティ」を目指して，教育改革，研究改革，ガバナンス改革

を進めています。昨年度末には「指定国立大学法人」に指定され，日本のトップ国立大学であることが認めら

れました。日本のそして世界のトップ大学であるためには，教育や研究が一流であるだけではなく，環境，安

全，衛生でも一流でなければなりません。本学は，大岡山，すずかけ台，田町の3キャンパスで，合計1万4千

人あまりの学生・教職員等が，日々勉学，研究，職務に励んでいる都市型大学です。周辺環境・社会はもとよ

り地球環境への配慮を常に念頭においた教育・研究活動が求められます。本学では，研究によって社会に貢献

するだけでなく，環境・安全に配慮した研究活動，それを推進するための教育を通じて，環境，安全に精通し

た人材を国内外に輩出することでも社会に貢献することを目指しています。

　皆様からのご意見・提言を参考に，本学の取り組みをわかりやすくご報告することを目的としてこの報告書

を毎年度発行しており，環境・安全に貢献する具体的な研究例，環境教育，社会貢献活動等の紹介に加えて，

本学の環境マネジメントとパフォーマンスの報告等が含まれております。同時に，報告書から研究，教育，社

会貢献活動に学生が積極的，主体的に関与していることがおわかりいただけるかと思います。このような活動

は，大学から巣立った後も学生達が環境・安全に積極的に貢献してくれることを期待させます。

　大学の環境保全活動に終着点はありません。日々の努力を積み重ね，継続して取り組んで参ります。読者の

皆様には，環境報告書を通じて本学の環境への取り組みをご理解いただくと共に，ご意見，ご指導，ご支援を

賜れば幸いです。


